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参 考 

１ 国が温室効果ガス削減目標積み上げに用いた「エネルギーミックス」（電源構成） 

 

 

 

２ 主要国の削減目標値等 

 

（１）主要国の削減目標値 

 

 

 

（２） 日本の新たな削減目標を各基準年に置き換えた場合の削減目標値 

 

 

 

 

 

1 

 

 

総発電電力量 １０，６５０億KWh程度 （再生可能エネルギーの内訳）

再生可能エネルギー ２２％～２４％程度 太陽光

原子力 ２０％～２２％程度 風力

石炭 ２６％程度 地熱 １．０％～１．１％程度

ＬＮＧ ２７％程度 水力 ８．８％～９．２％程度

石油 ３％程度 バイオマス ３．７％～４．６％程度

７．０％程度

１．７％程度

国名 基準年等 削減目標値 目標年

日本 ２０１３年比 ２６％減 ２０３０年

米国 ２００５年比 ２６～２８％減 ２０２５年

ＥＵ １９９０年比 ４０％減 ２０３０年

１９９０年度比 ２００５年度比 ２０１３年度比

日　本
▲１８．０％
(２０３０年）

▲２５．４％
(２０３０年）

▲２６．０％
（２０３０年）



 

 

 

（３） ＩＰＣＣ第5次評価報告書の主要な論点 

 

 

 

【出典：ＩＰＣＣ ＡＲ５ ＷＧ１政策決定者向け要約 図ＳＰＭ７】 

 

■ ＩＰＣＣ報告書では、2100年までに気温上昇を産業革命前に比べて2℃未満に抑制するには、 

 2050年には世界全体で2010年と比べて40～70％温室効果ガス排出量を減らし、2100年にはゼロ 

 またはマイナス(※)の排出量にする必要があると報告している。 

 

※ 植物などによるＣＯ２吸収や、発生したＣＯ2を地中に埋めることによってマイナスにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

世界の平均気温の変化の予測 

（１９８６年～２００５年を基準とした２１世紀末の変化） 

現状以上の温暖化対策

をとらなかった場合、 

2.6～4.8℃上昇 

 

 

 

 

6.0 

4.0 

2.0 

0.0 

－2.0 

 

（℃）  

 

（年） 

厳しい温暖化対策をとった場

合、0.3～1,7℃上昇 

℃ 

 


